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F I P お よ び W H O は 2 0 1 1 年 の 共 同 声 明 で 効 果 的 な 薬 物

治 療 の 提 供 は 、薬 剤 師 の 役 割 で あ る と 明 言 し て い る 。声 明

で は 、薬 剤 師 は 処 方 医 に 対 す る 薬 剤 選 択 や 投 与 量 の 提 案 な

ど の 治 療 介 入 を 実 施 す る と と も に 医 療 従 事 者 に 対 す る 医

薬 品 適 正 使 用 教 育 な ど を 積 極 的 に 行 う 必 要 が あ る と 述 べ

て い る 。日 本 で も 薬 剤 師 に よ る 薬 学 的 治 療 介 入 活 動 の 成 果

は 報 告 さ れ て い る が 、特 に 高 齢 者 に 対 す る 処 方 薬 剤 数 増 加

に よ る 副 作 用 リ ス ク や 不 適 切 な 薬 剤 使 用 の 増 加 や 副 作 用

の 過 剰 な 懸 念 に よ る 医 師 の 過 小 量 処 方 や 患 者 の 服 用 回 避

に 関 す る 問 題 点 は 十 分 に 解 決 さ れ て い な い 。  

 そ こ で 、申 請 者 は 安 全 な 薬 物 治 療 を 行 う た め の 薬 剤 師 の

介 入 ポ イ ン ト を 探 索 し た 。ま ず 、入 院 患 者 の 多 く が 高 齢 者

で あ り 1 ~ 6 ヶ 月 の 長 期 入 院 を 送 る 回 復 期 病 棟 に 焦 点 を あ



 

 

て 、高 齢 入 院 患 者 の 退 院 時 処 方 薬 数 に 影 響 を 与 え る 患 者 因

子 に つ い て 診 療 録 デ ー タ を 用 い た 調 査 研 究 を 行 っ た 。次 に

入 院 患 者 の 転 倒 事 故 発 生 と 医 薬 品 の 関 連 性 も 同 様 の 手 法

で 研 究 し た 。最 後 に 、メ タ 解 析 を 用 い て 炎 症 性 腸 疾 患（ I B D ）

に 対 す る 免 疫 抑 制 剤 投 与 に よ る 発 癌 リ ス ク 解 析 を 行 い 実

証 的 な 副 作 用 評 価 に つ い て 検 討 し た 。  

Ⅰ ．回 復 期 病 棟 に お け る 高 齢 入 院 患 者 の 退 院 薬 数 に 影 響 を

与 え る 患 者 因 子 の 解 析  

【 方 法 】 2 0 1 3 年 お よ び 2 0 1 4 年 の 4 月 か ら 9 月 に 世 田 谷 記

念 病 院 の 回 復 期 病 棟 に 入 院 し た 6 5 歳 以 上 の 高 齢 者 1 2 4 名

を 対 象 と し 、処 方 内 容 や 診 療 録 か ら 入 院 時 内 服 薬 や 退 院 時

内 服 薬 、主 病 名 、合 併 症 な ど を 調 査 し た 。処 方 内 容 を も と

に 処 方 薬 数 や 薬 効 群 別 の 服 用 人 数 を 調 査 し 、退 院 時 内 服 薬

数 に 影 響 を 与 え る 因 子 は 、重 回 帰 分 析 を 用 い て 解 析 し 、有

意 水 準 は 5 %と し た 。 本 研 究 は 、 施 設 内 研 究 倫 理 審 査 委 員

会 に よ る 審 査 の 承 認 を 取 得 し た 後 に 実 施 し た 。  

【 結 果 】対 象 は 患 者 1 2 4 名 中 、 男 性 は 5 7 名（ 4 6 ％ ）、平 均

年 齢 は 8 1  ±  8 歳

で あ っ た 。 入 院 時

お よ び 退 院 時 の 内

服 薬 数 の 中 央 値 は 、

と も に 1 人 当 た り

6 剤 で あ っ た 。 退

院 時 に 2 剤 以 上 の



 

 

血 圧 降 下 剤 が 処 方 さ れ て い た 患 者 は 5 1 名 （ 4 1 ％ ） で あ る

に 対 し 配 合 剤 を 処 方 さ れ た 患 者 は 4 名 （ 3 ％ ） で あ っ た 。

ま た 退 院 時 内 服 薬 数 は 、入 院 時 内 服 薬 数 が 多 い ほ ど 多 い 傾

向 を 認 め た ほ か 、入 院 時 に 心 臓 疾 患 ま た は 高 血 圧 を 合 併 し

て い る 患 者 は 、退 院 時 内 服 薬 数 が 非 合 併 例 と 比 べ て 、そ れ

ぞ れ 平 均 1 . 2 剤 お よ び 0 . 9 剤 多 い こ と が 示 さ れ た 。（T a b l e  1 ）

さ ら に 消 化 性 潰 瘍 剤 、 催 眠 鎮 静 剤 お よ び 下 剤 の 処 方 率 は 、

入 院 時 と 退 院 時 に お い て 大 き な 変 化 は 認 め ら れ な か っ た 。 

【 考 察 】入 院 時 内 服 薬 数 の 多 い 患 者 を 中 心 に 、消 化 性 潰 瘍

剤 、催 眠 鎮 静 剤 お よ び 下 剤 の 継 続 服 用 の 必 要 性 を 評 価 す る

こ と 、さ ら に 血 圧 降 下 剤 の 変 更 可 否 あ る い は 器 質 的 心 臓 疾

患 患 者 の 多 剤 処 方 の 妥 当 性 評 価 な ど を 薬 剤 師 が 積 極 的 に

行 う こ と に よ り 、退 院 時 内 服 薬 数 を 必 要 最 低 限 に 抑 え ら れ

る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

Ⅱ ． 回 復 期 病 棟 に お け る 転 倒 事 故 と 医 薬 品 の 関 連 性  

【 方 法 】 2 0 0 5 年 5 月 か ら 1 0 月 の 6 ヶ 月 間 に 初 台 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン 病

院 回 復 期 病 棟

へ 入 院 し た 全

患 者 4 4 7 名 を

対 象 と し 、 診

療 記 録 と 医 療

安 全 委 員 会 の

転 倒 記 録 か ら 年 齢 、 性 別 、 転 倒 の 有 無 、 処 方 薬 や 入 院 時



 

 

B a r t h e l  I n d e x（ B I ） な ど を 調 査 し た 。 本 研 究 は 、 施 設 内 研

究 倫 理 審 査 委 員 会 に よ る 審 査 承 認 を 受 け た 後 に 実 施 し た 。

転 倒 事 故 発 生 と 患 者 背 景 因 子 の 関 連 性 は ロ ジ ス テ ィ ッ ク

回 帰 分 析 を 用 い て 解 析 し た 。処 方 薬 で 検 討 対 象 と し た の は 、

薬 理 学 的 に 中 枢 神 経 系 へ 作 用 す る 薬 効 群 お よ び 薬 理 学 的

な 作 用 点 は 末 梢 で あ る も の の 、副 作 用 と し て ふ ら つ き を 発

現 す る 可 能 性 の 高 い 薬 効 群 と し た 。有 意 水 準 は 5 %と し た 。 

【 結 果 】 調 査 期 間 内 に 発 生 し た 転 倒 事 故 件 数 は 、 の べ 1 7 3

件（ 複 数 回 の 転 倒 を 含 む ）で あ っ た 。転 倒 群 お よ び 非 転 倒

群 の 2 群 間 に お い て 、平 均 年 齢 や 男 女 比 率 に 有 意 な 差 は 認

め ら れ な か っ た が 、転 倒 群 で は 非 転 倒 群 に 比 べ て 入 院 時 平

均 B I は 有 意 に 低 く 、 入 院 時 点 で 要 介 助 項 目 が よ り 多 い 傾

向 に あ っ た 。 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 の 結 果 、 入 院 時 B I

と 抗 不 安 薬 の 服 用 が 転 倒 事 故 発 生 に 対 す る 有 意 な リ ス ク

因 子 と し て 検 出 さ れ 、オ ッ ズ 比 と そ の 9 5 ％ C I は そ れ ぞ れ 、

入 院 時 B I の 5 点 低 下 あ た り 1 . 0 8 [ 9 5 % C I :  1 . 0 4 - 1 . 1 2 ] 、 2 . 2 1  

[ 9 5 % C I :  1 . 1 0 - 4 . 4 4 ] で あ っ た 。 抗 不 安 薬 は エ チ ゾ ラ ム の 服

用 が 多 か っ た が 、 1 日 3 回 服 用 し て い る 患 者 や 、 長 時 間 作

用 型 の ジ ア ゼ パ ム を 服 用 し て い る 患 者 も 少 数 な が ら 存 在

し た 。  

【 考 察 】抗 不 安 薬 は 高 齢 者 に 頻 用 さ れ る 薬 物 で あ る が 日 中

か ら 夜 間 に か け て 効 果 が 持 ち 越 さ れ て い る こ と が 原 因 の

一 つ と な っ て い た 可 能 性 が あ る 。転 倒 事 故 を 防 ぐ た め に は 、

抗 不 安 薬 の 服 用 に 関 す る 情 報 を 病 棟 ス タ ッ フ へ 周 知 す る



 

 

こ と は 重 要 で あ る と 考 え た 。さ ら に 、抗 不 安 薬 の 適 応 や 薬

剤 選 択 の 妥 当 性 の 評 価 を 強 化 し 、処 方 医 に 対 し て 処 方 提 案

を 積 極 的 に 行 っ て い か な け れ ば い け な い 。  

Ⅲ ． 長 期 免 疫 抑 制 療 法 と 発 癌 リ ス ク の 関 係 の 検 討  

【 方 法 】 論 文 検 索 デ ー タ ベ ー ス に は M E D L I N E 、 C o c h r a n e  

L i b r a r y お よ び 医 学 中 央 雑 誌 を 用 い 、 ” i n f l a m m a t o r y  b o w e l  

d i s e a s e ” , ” a z a t h i o p r i n e ” , ” 6 - m e r c a p t o p u r i n ” , “ c y c l o s p o r i -  

n e ” ,  ” m e t h o t r e x a t e ” ,  “ t a c r o l i m u s ” ,  ” n e o p l a s m s ”を 検 索 語 と

し て 文 献 を 調 査 し 、引 用 文 献 に よ る ハ ン ド サ ー チ も 加 え た 。

文 献 採 択 基 準 は I B D 治 療 に 免 疫 抑 制 剤 を １ 年 以 上 服 用 し

た 患 者 を 対 象 と し て 新 規 固 形 癌 や 血 液 腫 瘍 の 発 症 を 調 査

し た コ ホ ー ト 研 究 と し た 。 メ タ 解 析 に は C o c h r a n e  R e v i e w  

M a n a g e r を 用 い 、 危 険 率 5 % に て 統 計 判 定 を 行 っ た 。  

【 結 果 】採 用 論 文 は 9 報 得 ら れ た 。メ タ 解 析 の 結 果 、免 疫

抑 制 剤 の 服 用 の 有 無 に よ り I B D 患 者 の 癌 発 生 率 に 有 意 な

差 は 認 め な か っ た 。（ F i g .  1 ） こ の 結 果 は 、 I B D を ク ロ ー ン

病 と 潰 瘍 性 大 腸 炎 患 者 に 分 け た サ ブ 解 析 で も 同 様 だ っ た 。



 

 

癌 種 別 に 見 て も 癌 発 生 率 に 有 意 な 差 は 認 め な か っ た 。  

【 考 察 】I B D に お け る 免 疫 抑 制 剤 の 有 効 性 は す で に 確 立 さ

れ て い る こ と か ら 、I B D 患 者 に お け る 免 疫 抑 制 剤 の 長 期 使

用 に よ る 発 癌 リ ス ク は 、免 疫 抑 制 剤 使 用 に よ る 有 益 性 を 上

回 ら な い と 示 唆 さ れ た 。ま た こ の 結 果 は 処 方 医 や 患 者 へ の

情 報 提 供 に お い て 有 益 で あ る と 考 え た 。  

Ⅳ  総 括  

安 全 性 を 確 保 し た 薬 物 治 療 を 提 供 す る た め に 薬 剤 師 は 、

診 療 ガ イ ド ラ イ ン や 添 付 文 書 の 情 報 の み だ け で は な く 自

ら デ ー タ 解 析 を 行 い 、エ ビ デ ン ス に 基 づ い た 処 方 提 案 や 情

報 提 供 を 行 う こ と が 重 要 で あ る 。  
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